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一般社団法人 復興みなさん会 

一般社団法人 復興みなさん会 

 
復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興まちづくり通信 

 南三陸町が志津川地区に整備を進めてきた震災復

興祈念公園が 10 月 12 日に全体開園しました。式典

には町職員や平沢勝栄復興大臣、村井嘉浩宮城県知事

など約 100 人が参列。行方不明を含む 831 名の犠牲

者を追悼し、後世への教訓を伝承する場になることを

願い、旧防災対策庁舎前の献花台に花を手向けまし

た。 

 

た。昨年 12 月の一部開園以来、段階的にエリアを広

げ、6.3 ㌶全体がオープンしました。開園に合わせて、

南三陸さんさん商店街と祈念公園をつなぐ中橋の開

通式も行われました。日本を代表する建築家、隈研

吾氏の設計による 2 層のデッキが特徴的なウッドデ

ッキ橋で、踏み板には南三陸杉が使われています。 

 
西宮ロータリー会員らが祈念公園にツバキ苗を植樹 

 復興みなさん会が主催する「椿の植樹祭」が、全体開

園に先立って 10月 8日に震災復興祈念公園で行われま

した。津波に耐えたツバキをまちづくりのシンボルに

と企画されたもので、兵庫県西宮ロータリークラブの

会員や南三陸椿くらぶ、志津川ライオンズクラブ、志津

川中央復興公営住宅の入居者など約 40人が参加。公園

内の「みらいの森」に 1.5 ㍍ほどに育ったヤブツバキ

の苗木 43本を植え、各自が南三陸杉で作られた記念の

ネームプレートを取り付けました。蕾が大きく膨らん

でおり、来春の開花が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎮魂と伝承 新たな一歩 南三陸町震災復興祈念公園が全体開園  商店街と公園をつなぐ中橋も開通！ 

写真提供＝サスティナビリティセンター 

https://www.flickr.com/photos/higakipht/5153357983/
https://creativecommons.org/licenses/by-nc/3.0/


当会は、中日新聞社会事業団東日本復興支援金、県共募みやぎチャレンジプロジェクト、仙台銀行まちづくり基金、みやぎ地域復興

支援助成金、おらほのまちづくり支援事業および東日本大震災現地 NPO 応援基金[緊急助成]のご支援をいただき活動しています。 
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苗木は、「みらいの森」に植樹や 

 

 

〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 

  

れています。」 

－コロナ時代にはどんな対応が必要ですか？ 

 「今までのように実際に会って交流する機会と、

ＩＴツールを使った交流の場をうまく併用してや

っていくことが大事だと考えています。」 

－地域の人々へのメッセージは？ 

「外から来た自分たちは沢山学ばせて貰ってい

る。受け入れてくれ、活動を手伝い協力して下さ

る皆さんに感謝！仲間をもっと増やしたいです。」 

 

 

 

 

 

 

 

 南三陸ワイナリー醸造施設完成 ショップもオープン 

 南三陸ワイナリー（佐々木道彦社長）の醸造施設

が完成し 10 月 5 日、竣工式が行われ、ブドウの栽

培から醸造まで一貫する「南三陸ワイン」の生産拠

点の誕生を祝いました。施設は旧魚市場近くの施設

を改修して整備。ワインの醸造棟や貯蔵庫、販売や

軽食を提供するショップ（＝写真）が設けられ、建

具や壁には特産の南三陸杉が使われています。海を

眺めながらワインや軽食を楽しめるテラス棟も新

設。町の新たな観光拠点として期待されます。 
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地域に寄り添う団体紹介 

第 1回 特定非営利活動法人ウィメンズアイ（ＷＥ） 

 震災から 9 年 7 ケ月。町内で活動を続けていらっ

しゃるウィメンズアイの栗林美知子さんにお話を伺

いました。 

－いつから、どのような活動を？ 

「NPO 法人としての活動は 8 年目。被災地の女性の

活躍を支援するため、女性の視点を大切にして①コミ

ュニティをサポートする活動、②女性が力をつける活

動、③交流イベントなどを継続してきました。 

－運営スタッフは？ 

「地元のスタッフ 6 人と東京にいるスタッフが 3 人。

東京のスタッフとはオンライン会議です。」 

－新型コロナの影響は？ 

「大事にしてきた『直接会う、集う』という活動が困

難になり、活動自粛を余儀なくされました。3 月、東

京で開催予定だった『三陸ワカメ祭り』が中止になり

ましたが、販売予定だったワカメとパン・菓子工房 oui

のパンを通信販売に切り替えたところ 200 件以上の

注文があり完売。心強かったです。9 月からは『小さ

なたがい市』などのように再開した活動もあり、喜ば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナに負けない！ 

（事務局長の栗林美知子さん＝入谷のオフィスにて） 

mailto:minasan.msrk@gmail.com

